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―共に挑む・明日をつくるー

2011年3月11日。

何年もの時間をかけて築き上げてきたものを一瞬にして奪った未曾有の大災害。

それは、大切な人も、暮らす場所も、仕事も、未来への夢も奪い取りました。

あれから2ヶ月あまり経った今、わたしたちは再び東北を訪れ、宮城県気仙沼市と

岩手県陸前高田市に向かいました。

目にする光景があまりに悲惨で、脳が受け止めきれず、ただただ呆然と立ち尽くすばかり

でした。

延々と続く何もかもが破壊されたその光景に、いったい、いつになったらこの状態が終わる

のかと、途方に暮れました。

しかし、避難所で暮らしている人々の中には、電気がついたこと、水が出るようになったこと、

これらの一歩一歩の前進をきぼうに変えていこうとする想いを持つ人がいました。

避難所や仮設住宅への入居、県外への退去によってばらばらになる地域を、自分たちの手で

なんとかしたいと、焦り怒りながらも、地域づくりの夢を熱く語る人がいました。

店や会社を流され、商売を諦めようとする仲間を、自らもすべてを失っていながら励まし、

また、次の世代にも自分たちに続いて町を背負っていってもらいたいとする、強い意地と誇りを

持つ人がいました。

前へ前へと踏み出そうとする姿こそが、復興へのエネルギーとなり、同じ時を生きる

わたしたちを動かし、一緒に立ち上がっていこうという大きなうねりにつながります。

次の時代をどう築いていくか、わたしたち日本人全員が試されています。

わたしたちは、当事業において、共に明日をつくることに挑みます。

■プロジェクト名「Ｔ-ＡＣＴ」について---------------------------------------------------------------------------------

　    TTTT＝TTTTohokuohokuohokuohoku、TTTTomorrowomorrowomorrowomorrow、TTTTrialrialrialrial、TTTTomo-niomo-niomo-niomo-ni、TTTTogetherogetherogetherogether、TTTTeameameameam

    T    T    T    Tomo ni omo ni omo ni omo ni     AAAAsu wosu wosu wosu wo　CCCCreate reate reate reate する TTTTrialrialrialrial

　    

　ＴＡＣＴ：名詞で　「相手の気持ちを害することなく、人との関わりを持つ思いやり」の意味。

　　　　　　ほか、機転、力量という意味も。
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　　　目的と概要

１．目的

①未曾有の大災害に対し、創造的行動を通じて被災地の方と共に明日をつくることに挑み、

　　今、自身に何ができるかを考えること

②被災地に生まれつつある復興のエネルギー・勢いの一部となること

２．概要

①期日

　　第１期　６月１８日（土）合同研修／６月１９日（日）～７月　 ３日（日）　

　　第２期　７月　３日（土）合同研修／７月　３日（日）～７月１７日（日）

　　第３期　７月２２日（金）合同研修／７月２３日（土）～８月　 ８日（月）※予定

　　第４期以降　８月８日以降　※予定

　　合同報告会　１０月２２日（土）、２３日（日）予定（愛媛県松山市、宮崎県宮崎市予定）

②場所

　　●岩手県陸前高田市

　　●宮城県気仙沼市唐桑町

③参加人数（インターン生（ボランティア））

　　

④集合と解散

　　●集合：６月１９日（日）８：００　ニューオータニイン東京　ロビー　

　　　　　　　◎集合時緊急連絡先：●●●-●●●-●●●●（石田携帯）

　　●解散：７月　３日（日）１８時（予定）　羽田空港　第２ターミナルビル

　　

期 場所 四国 中国 九州 小計

第１期

陸前高田 ３ ３ ６＋１ １３

気仙沼 ０ ０ ６＋３ ９

小計 ３ ３ １６ ２２
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※「けせん陸前高田朝市」とは
今回陸前高田チームがインターンシップで受け入れて頂く企業のうちのひとつ、橋勝商店
さんがしかけた朝市。売り場が流された仲間に声をかけ、国連にテントを支給してもらい、
保健所への手続きをスピーディーに行い実現した。

　

　　　スケジュール―１

１．全体スケジュール
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場所 陸前高田 気仙沼

６月１９日 日
・出発

・オリエンテーション

６月２０日 月 現地活動 ニーズ調査・計画策定

６月２１日 火

６月２２日 水

６月２３日 木

６月２４日 金

６月２５日 土 けせん朝市

６月２６日 日 けせん朝市

６月２７日 月 現地活動

６月２８日 火

６月２９日 水

６月３０日 木

７月　 １日 金

７月　 ２日 土
・けせん朝市

・第１期活動のまとめ ・第１期活動のまとめ

７月　 ３日 日
・解散式
・出発



　　　スケジュール―２

２．初日と最終日の行程

●６月１９日（日）

●7月３日（日）

　

　８：４５ 東京駅集合

　９：０８ー１２：１３ 東京→一ノ関（ＪＲ東北新幹線やまびこ２５５号）

１２：３０－
・一ノ関（→気仙沼）→陸前高田へ（高田ドライビングス
クール　バス）or気仙沼チームは別れて移動

・車中昼食（各自用意）

１４：００ 気仙沼　小山邸着

１５：００ 陸前高田市　高田ドライビングスクール着

１５：３０－１７：００ 開校式

１７：００－ 宿泊準備、明日からの活動内容連絡、夕食、活動記録等

１０：００－１０：３０ 解散式

１０：３０－１２：３０
・高田ドライビングスクール（→気仙沼）→一ノ関
Or気仙沼チームとは一ノ関で合流

１２：５３－１５：５６
Or
１３：５３－１６：５６

一ノ関→東京（ＪＲ東北新幹線やまびこ２５６号（予定））
or
一ノ関→東京（ＪＲ東北新幹線やまびこ２５８号（予定））

１５：５６－
Or
１６：５６－

東京→羽田空港→各地
四国：最終　羽田１９：１５－松山２０：４５
中国：最終　羽田１９：３０－広島２１：００
九州：最終　羽田１８：５０－ 宮崎２０：４０

　　　　最終　羽田１９：３５－北九州２１：１５　　　　　　　　　

２
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　　　合同研修概要

１．日時：６月１８日（土）１３時３０分～1８時　1８時～１９時　懇親会　※予定

２．場所：ソーシャルビジネス ネットワーク大学　本部

　　　　　　事務局：株式会社ソシオ エンジン・アソシエイツ 

３．集合：東京ミッドタウン　地下１F　プラザインフォメーション前に１３時１５分　集合

　　　　　　（アクセス、別添資料参照）

　　◎集合時緊急連絡先：●●●-●●●-●●●●（担当：本部スタッフ中野）

４．アクセス：　＜羽田空港から約５０分です＞

　　●羽田空港　第二ビル

　　↓　東京モノレール　２５分

　　●浜松町駅（石田がお迎えに行きます）

　　↓　徒歩５分

　　●都営大江戸線　大門駅（地下鉄）

　　↓　六本木・都庁前方面・光が丘行　７分

　　　　　（※進行方向一番先頭の車両に乗車すると改札に続くエスカレーターの最寄です）

　　●都営大江戸線　六本木駅

　　↓　徒歩５分（※六本木ヒルズ方面ではなく、東京ミッドタウン方面の出口です）

　　★東京ミッドタウン　地下１F　プラザインフォメーション前集合

　　　　　（※地下鉄ホームから３回エスカレーターに乗り改札に出ます。

　　　　　　　改札を出ると正面にミッドタウンへの地下入り口があり、

　　　　　　　通過して左手のエスカレーターをあがり、そのまま直進すると

　　　　　　　インフォメーション前に到着します）

５．内容（予定）：

　　最新の陸前高田、気仙沼情報／チームビルディング／情報発信方法／注意事項／交流会

６．合同研修先から宿泊先までのアクセス：　＜研修会場から約２５分です＞

　　当日、宿泊先までの地図をお渡しします。

７．その他：

　　・昼食は各自済ませてからお越しください。

　　・懇親会では軽食をご用意しております（特に費用のご負担はございません）。

　　

３
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　　　各会場・宿泊場所など

１．合同研修会場
　　●ソーシャルビジネス ネットワーク大学　本部

　　　  事務局　株式会社ソシオ エンジン・アソシエイツ

　　●東京都港区南青山１－２０－１５ROCK１ｓｔ２F
　　●TEL：０３－５７７５－７６７０

２．合同研修当日宿泊先

　　●神田ステーションホテル

　　●東京都千代田区鍛冶町１－４−３
　　● TEL： ０３－３２５６－３２２１

３．陸前高田　宿泊先

　　●陸前高田ドライビングスクール

　　●岩手県陸前高田市竹駒町字相川７４－１
　　●TEL：０１９２－５５－３９９０

　　※シャワー、トイレ可

　　※コインランドリー可（ただし、使えないことも想定して準備ください）

　　※以下は震災前の宿泊館内の写真

５．気仙沼　宿泊先

　　●●●●●●●さん（気仙沼畳床センター）宅

　　●宮城県気仙沼市字●●●
　　●ＴＥＬ：●●●-●●●-●●●●

　　※トイレ可

　　※風呂確認中

　　※コインランドリー確認中（使えないことも想定しご準備ください）

　　※寝袋必須
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　　　体制と連絡先一覧―１

１．運営者連絡先

●現地対応スタッフ

※現地スタッフはすべて男性です。女性参加者は相談しにくいことなど発生した場合は

　　事務局本部　中野（下方）までご遠慮なく連絡ください。

●事務局　責任者

●19日　同行者：

　中国キャンパス　松村　渉　　・・・19日、ほか土日の一部予定

　本部　　　　　　　　中野　里美 ・・・19日、20日

●被災地において万一の時の医療相談窓口

　　ジャパンハート

陸前高田 気仙沼

コーディネーター 川崎克寛 ●●●-●●●-●●●● 花堂純次 ●●●-●●●-●●●●

補佐
畠一樹 ●●●-●●●-●●●● 高妻孝光 ●●●-●●●-●●●●

西野太一郎 ●●●-●●●-●●●●

四国キャンパス 小笠原　茂 ●●●-●●●-●●●● ●●●＠● ●●●●●●

中国キャンパス 松村　渉 ●●●-●●●-●●●● ●●●＠● ●●●●●●

九州キャンパス 石田　達也 ●●●-●●●-●●●● ●●●＠● ●●●●●●

本部 中野　里美 ●●●-●●●-●●●● ●●●＠● ●●●●●●
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　　　体制と連絡先一覧―２

２．第１期参加者名簿　※合同研修時に配布します

　　※ホテルの部屋割、高田ドライビングスクールの部屋割もご確認ください

５
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　　　準備物
品目 備考

1 ファイル 当しおりなど挟むファイル（合同研修時にお渡しします）

2 保険証 責任を持って各自管理する

3 携帯用ボランティア
活動保険加入カード

常に携帯

4 現金
必要以上に持ちこまぬよう最低限の金額
※何かあれば現地スタッフが立て替えます

5 免許証 持っている方は持参

6 常備薬
服用中の薬など、体調は自己管理すること
（酔い止め、胃腸薬、鎮痛剤、目薬、虫さされ、絆創膏等）

7 体温計 毎朝測定する

8 厚底の靴 登山用シューズなどベター　※長靴は各地10脚づつ用意

9 ゴム手袋 軍手はNG　※事務局で各地10セットづつ用意

10 帽子

11 ゴーグル サングラス、花粉症用のゴーグルなども

12 マスク 予備も準備すること

13 雨具 ※事務局で各地15着づつ用意

14 ウエストポーチ 両手が使える状態で活動すること

15 食器類 My箸、Myカップ、My茶碗、水筒

16 ウェットティッシュ 外出時に携帯しておくと便利

17 虫よけスプレー 蚊・ハエなども増えている

18 タオル類 複数枚

19 洗濯用洗剤・ネット
個人の物を分けるためのネット（紐・洗濯バサミ等はチー
ムで購入するなど要工夫）

20 洗面用具 歯ブラシやせっけん、シャンプー類

21 着替え
長袖は最低１枚は準備、基本長ズボン、手洗いを想定し
て準備のこと

22 寝袋 気仙沼チーム

23 筆記用具

24 19日の朝食、昼食 各自用意

６
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　　　注意事項

１．14日間の活動に際して

　　●活動記録

　　　・毎日日報を付け、コーディネーターがチェックします（別紙）

　　　　→状況把握のためにも大切な情報となるため、しっかりと記録してください

　　　・fecebookで情報発信を行います

　　　　→使い方は合同研修でレクチャーします

　　●活動内容によっては、精神的に影響が出る部分もあるため、プロデューサー、ディレク
ターがメンタルケアに注意を払います。

　　　　※連続した活動は体力的にも精神的にもかなりの負荷がかかるため、途中、息抜きなど

　　　　必要に応じてプロデューサー、ディレクターの判断により行います

   　●被災地での活動であるため、その場その場の状況判断をしながら行動することが

　　　　求められます。予定通りにいかないことが日常的に起こるため、各自、自身で考え、

　　　　判断し、行動、休日を設ける等、徹底してください。

　　

２．食事について

　　●陸前高田

　　　　・高田ドライビングスクールより3食提供（自己負担　一日＠500円）されます

　　　　・水は運営側で用意します

　　●気仙沼

　　　　・食事は基本的に自炊します

　　　　・食材や飲料、調理器具は運営側で用意します

３．体調管理について

　　・出発までに身体の調子を整えておいてください

　　・持病のある方は事前に事務局に届け出てください

　　・服用中の薬を持参するなど、活動現場での体調の自己管理をお願いします

　　・14日間の長期にわたる活動です。一日一日無理をせず活動してください

　　・非常食（カロリーメイト）や甘いもの（疲れた時に効果があります）など、各自必要に

　　　応じて準備ください（運営側でもある程度は準備しています）

４．その他

　　●荷物の事前発送について

　　　バスは荷物を積む余裕をもったサイズですが、移動の関係で荷物を事前に

　　　送りたい方は、事務局より一括して現地に送ります。

　　　15日午後5時までに事務局に持参してください。
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　　　注意事項（続き）

４．その他

　　●現地の気象予測　※合同研修時に配布

【陸前高田】

【気仙沼】
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みやざき東北復興支援ボランティア派遣実行委員会
●事務局：宮崎市民活動センター
　NPOみやざき

　〒880-0001 宮崎市橘通西1丁目1番2号　

  宮崎市民プラザ3階

  TEL 0985-20-8777 FAX 0985-20-8411

　

ソーシャルビジネス    ネットワーク大学
●四国キャンパス：

　NPO法人愛媛アカデメイア

　松山市文京町３番愛媛大学教育学部４号館３０６

　０８９－９８９－８８６４

●中国キャンパス：
　NPO法人ひろしまNPOセンター

  広島県広島市中区八丁堀３－１幟会館

　０８２－５１１－３１８０

●九州キャンパス：
　NPO法人宮崎文化本舗

　宮崎県宮崎市橘通東３－１－１１　アゲインビル２Ｆ

　０９８－５６０－３９１１

●本部：
　株式会社ソシオ エンジン・アソシエイツ

  東京都港区南青山1-20-15　ROCK1ｓｔ３Ｆ

　TEL：０３－５７７５－７６７０


